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大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

編
集

後
記

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。

毎
日
の
よ
う
に
熱
中
症
に
な
ら
れ
た

人
の
報
道
が
さ
れ
、
た
だ
で
さ
え
健
康

を
保
つ
こ
と
が
困
難
な
重
症
心
身
障
害

児
・
者
の
方
々
が
案
じ
ら
れ
ま
す
。

特
に
在
宅
の
方
は
環
境
を
維
持
す
る

こ
と
が
大
変
で
す
。

適
度
に
エ
ア
コ
ン
を
使
い
無
理
の
な

い
よ
う
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
一
同

全国重症心身障害児（者）を守る会

日 時： 平 成 ２７年 11月 ７日 （土 ） 午前１０時００～午後４時（受付：9時40分）

会 場： 京 都 平 安 ホ テ ル ２階 「東 山 の 間 」

京都市上京区烏丸通上長者町上がる ℡：075-432-6181

主 催： 全国重症心身障害児（者）を守る会 近畿ブロック

全国重症心身障害児（者）を守る会

後 援： 京都府・京都市

資料代： ５００円

（昼食の用意あります。ご希望の方はお申し込み下さい。弁当代税込1,000円です）

申込・問合先：大阪支部・事務局(申込は、FAX か Eメールでお願いします)

〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町5-15-28 育徳ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀ-２F

TEL ０６－６６２４－２５５５ FAX ０６－６６２４－２５５６

Ｅ－ｍａｉｌ： osaka@sasaeru.or.jp

予定

内容

中央情勢報告 全国重症心身障害児（者）を守る会 11:00～12:30

副 会 長 高 木 正 三 氏

事務局長 宇佐見 岩 夫 氏

（ 昼 食 ・ 休 憩 ） 12:30～13:10

講 演 「重症児（者）がゆたかに生きるために」 13:10～14:25

講師：社会福祉法人イエス団 愛隣ディサービスセンター

所 長 平 田 義 氏

（ 休 憩 ） 14:25～14:40

講 演 「親なき後を見据えて」 14:40～15:55

講師：特定非営利活動法人 山城権利擁護ネットワーク

理 事 長 小 林 千 草 氏
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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則

Ｎｏ．９３

ＯＴＫ支
え
る

大
阪

府
重

症
心

身
障

害
児

・
者

を
支

え
る

会

全
国

重
症

心
身

障
害

児
者

を
守

る
会

大
阪

支
部

六
月
六
日
、
早
川
福
祉
会
館
（
大
阪
市
東

住
吉
区
）
に
お
き
ま
し
て
、
平
成
二
七
年
度

全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
大

阪
支
部
、
大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を

支
え
る
会
の
第
二
二
回
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

支
え
る
会
・
会
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、

来
賓
の
大
阪
府
、
大
阪
市
、
堺
市
、
守
る
会

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

平
成
二
六
年
度
の
活
動
を
ビ
デ
オ
上
映
し

た
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
平
成
二
六
年

度
の
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報

告
、
そ
し
て
平
成
二
七
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
の
す
べ
て
の
審
議
が
な
さ
れ
、
会
員

の
皆
様
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
副
会
長
の

閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
滞
り
な
く
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
昼
食
を
と
り
な
が
ら
「
重
症
心

身
障
害
児
者
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

施
設
入
所
グ
ル
ー
プ
、
在
宅
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
交
流
会
・
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

～ みんなで語ろう ～

当事者、その家族の他に看護師、施設職員、介護職員と様々な方々がご参加下

さりました。色々な声より一部を紹介させて頂き会活動へと繋げてまいります。

『施設グループ』 参加者１３名

●「重症児者の入所施設はお金を使いすぎ」という声が世の中にはある。これから先、看

護師７：１の基準も危うくなるのではないか・・・。普段見ていると、「短期入所」の

人には子も親も、入所者よりも大変な人が多いように思う。

●骨折、身体の傷が目につく。毎日、面会に通っている。施設の職員はみんなよくやって

くれていると思うが、厳しい勤務状況の中でストレスをためて苦しんでいる人もいるの

では・・・。

●今の施設は３カ所目だ。朝晩、面会に通っている。ヘルパーさんも利用しながら、公園

に散歩に出かけ、本人の気分転換を図っている。その中で親は子から元気をもらっ

ている。

●本人が養護学校を卒業する18歳の時点で、家にしか戻る場所（居場所）がないことに疑

問を感じた。その頃、高齢（80歳過ぎ）の父親が子の世話をしている姿を見て、「これ

が将来の自分の姿か」と思い、運動を始めた。親が動かないと、

次の頁につづく
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『在宅グループ』 参加者１８名

●今は親が介助の中心となって生活が成り立っているが将来が不安。

●利用者家族からの親なきあとの要望は多い。医療的ケアが必要なかたのショートステイを受けることができ

ない現状。（施設職員）

●大人の重症者を診察、入院で受けてくれる医療機関があまりない。

●いずれは施設入所になるが、近くで入所できるか、入所の

待機期間が長いと聞いているので不安。

●大阪市内でフェニックス以外に北部にもなんらかの施設が

必要。

●父親の参加、関わりが少ないのが残念。

●行動面での問題を抱えた重症者の受け入れ先が少ない。

●住み慣れた地域で親亡き後も暮らし続けるしくみが必要。

●訪問看護、訪問リハ、居宅支援など自宅から近いところで

支援が整ってきたので、入院からスムーズに在宅生活に

移行できた。

●医療的ケアの必要な人も受け入れ可能な小規模多機能施設が必要。

●ショートステイは２ヶ月も前からの予約では利用しにくい、お通夜や葬儀などの急な用事に対応してほしい。

●介助の中心となっている母親自身の体調不良や祖父母の介護も必要となると、このまま在宅生活が送れるか

不安が多い。

何事も変わらない・・・。この広い大阪では、施設の数がまだ

まだ足りないと思う。

●重症心身障害児者の医療に関わる現場は、どこもドクター不足、

看護師不足だと聞く。なかなか人材が集まらない、定着しない

のはなぜなのか・・・。（5／30の第57回日本小児神経学術集会・

市民公開講座《医療的ケアを受けながら地域で生きる子どもを

支えるには》に参加した人からの発言）

●今年の２月、法人の全国重症心身障害児（者）を守る会は理事

長名で、「移動支援を地域生活支援事業ではなく、介護給付費

の対象に」という要望を国に出している。「どこの自治体でも同じサービスが受けられるように」という主

旨だ。例えば、大阪市は51時間、奈良市は８時間と地域間格差がある。しかし、各自治体での制度の成り立

ちの背景にはそれぞれの経過があると思う。また、施設入所者は利用できない所もあると聞く。それがどの

ような制度なのか、私たちはもっと知らないといけないのでは・・・。よく考え、注意していかないと、低

い方に平準化される恐れもある。

●今の施設の職員は施設長をはじめとして家族の声にもよく耳を傾けてくれており、有難いと思っている。し

かし、おそらく今がピークではないか・・・。世の中の動きにつれ、制度も施設も職員も変わり、療育内容

も変わってくるのではないだろうか。親も日々高齢化しているし、自分の身の回りのことも思うようにでき

なくなってくる。そして、面会に行く回数も減ってくる。子より先に親の自分が逝く・・・、本当に将来が

不安だ。（５年先、10年先の本人と家族の姿は・・・、という問いかけに対して）

●もっと親同士がホンネで思いを出し合い、共有することが、色々な法律や制度についてみんなで勉強する機

会が、必要だと思う。今、自分たちが「あたりまえ」と思っていることが、いつまでもあたりまえではない

と思う。親が「福祉サービスの消費者」という意識に陥り、「施設を創り、支え、守っていくのは自分たち

だ」という自覚が失われると、また52年前の状況に戻ってしまうのではないか・・・。

●在宅グループでは、「なかなか施設ができない、先行きが大変だ」という声が出たが、施設に入っている人

たちからも「将来が不安だ」という声が出ていることには驚かされた。問題の根は深い・・・。（全体発表

の後、在宅グループの人からの発言）

前の頁のつづき
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本
年
は
、
全
国
重
症
心
身
障
害
児
(
者
)
を
守
る
会
が
五
〇

周
年
を
迎
え
、
重
症
児
者
並
び
に
親
家
族
の
会
の
活
動
を
振

り
返
り
な
が
ら
も
、
今
後
の
活
動
の
節
目
と
な
る
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

多
く
の
親
家
族
の
思
い
と
多
く
の
方
々
の
御
尽
力
に
よ
り
重

症
心
身
障
害
児
者
に
対
す
る
取
り
組
み
は
年
々
進
ん
で
参
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
様
々
な
面
で
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
方
々
が
、

誰
で
も
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
普
通
に
、
平
凡
に
住
み
慣
れ

た
街
で
暮
ら
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況

で
す
。
と
り
わ
け
、
常
時
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
々
に
と
っ

て
は
、
「
普
通
の
暮
ら
し
」
と
い
う
も
の
自
体
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
な
い
状
況
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

平
成
二
五
年
六
月
に
公
布
さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
が
来

年
四
月
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
我
が
国
に
お
け
る

「
障
害
者
権
利
条
約
」
の
締
結
以
降
よ
う
や
く
法
整
備
が
な
さ

れ
、
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
、
こ
う
し
た

動
き
が
よ
り
困
難
な
状
況
に
あ
る
方
々
の
福
祉
や
暮
ら
し
が
守

ら
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
を
心
よ
り
願
う
も
の
で
す
。

本
年
度
、
事
業
計
画
に
基
づ
き
以
下
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
親
家
族
の
高
齢
化
の
問
題
も
含
め
、
会
活
動
の
一
層

の
推
進
に
向
け
検
討
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
情
報
の
提
供
及
び
意
見
収
集
に
つ
い
て
、

従
来
の
方
法
に
加
え
て
尚
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

＊
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
等
を

開
催

＊
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会

五
〇
周
年
誌

配
布

２
．
講
演
会
・
研
修
会

＊
記
念
講
演
会
（
定
期
総
会
）

『
重
症
心
身
障
害
児
者
の
在
宅
支
援
』

～
厚
生
労
働
省
の
地
域
生
活
モ
デ
ル
事
業
を
受
け
て
～

大
阪
発
達
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
・

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
園
長

船
戸

正
久
氏

平
成
二
六
年
六
月
二
一
日

[
於
：
早
川
福
祉
会
館
４
Ｆ
（
ホ
ー
ル
）
]

＊
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
重
度
の
障
害
児
者
の
暮
ら
し
』

Ｅ
ｍ
ｉ
ｌ

öｓ
ｔ
ｂ
ｅ

ｒ
ｇ

（
イ
ェ
ミ
ル
・
オ
ス
ト
ベ
リ
）
氏

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ク
オ
リ
テ
ィ
・
ケ
ア
〈
Ｓ
Ｑ
Ｃ
〉

教
育
責
任
者
）

平
成
二
七
年
二
月
八
日

[
於
：
ゆ
ら
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

多
目
的
ホ
ー
ル
]

３
．
研
究
等
に
関
す
る
事
業

＊
施
設
見
学

・
『
芦
田
診
療
所
』

～
障
害
者
の
在
宅
診
療
の
取
り
組
み
～

平
成
二
六
年
四
月
一
一
日

・
堺
市
立
重
症
心
身
障
害
者
（
児
）
支
援
セ
ン
タ
ー

『
ベ
ル
デ
さ
か
い
』

平
成
二
六
年
一
〇
月
二
三
日

４
．
交
流
事
業

＊
療
育
キ
ャ
ン
プ

平
成
二
六
年
一
一
月
二
二
・
二
三
日

[
香
川
県
高
松
市
]

※
Ｊ
Ｋ
Ａ
競
輪
補
助
事
業
（
本
部
経
由
）

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

平
成
二
六
年
一
二
月
二
〇
日

[
早
川
福
祉
会
館
]

５
．
啓
発
事
業

＊
Ｏ
Ｄ
Ｆ
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
へ
の
参
加
、
協
力

＊
「
地
域
に
広
が
れ
！
医
療
的
ケ
ア
」
連
絡
会
協
力

＊
重
症
児
者
の
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
検
討
部
会
へ
の
参
画

＊
「
重
症
児
者
の
拠
点
作
り
の
会
」
（
北
摂
）
協
力

６
．
機
関
紙
の
発
刊

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
年
間
計
４
回
発
行

月
別
活

動
報
告

平
成
二
六
年
四
月

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
八
八
号
発
行

(
一
日
)

＊
運
営
委
員
会

(
七
日
)

＊
大
阪
ゆ
と
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
例
会
参
加

(
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
御
礼
)
(
一
〇
日
)

＊
施
設
見
学
「
芦
田
診
療
所
」

～
障
害
者
の
在
宅
診
療
の
取
り
組
み
～

(
一
一
日
)

五
月

＊
運
営
委
員
会

(
一
二
日
)

六
月

＊
運
営
委
員
会

(
一
六
日
)

＊
正
・
副
会
長
会
議

＊
第
二
一
回
定
期
総
会
・
記
念
講
演
会

(
二
一
日
)

七
月

＊
運
営
委
員
会

(
一
一
日
)

八
月

＊
運
営
委
員
会

(
八
日
)

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
八
九
号
発
行

(
一
一
日
)

九
月

＊
運
営
委
員
会

(
一
二
日
)

＊
正
・
副
会
長
会
議

(
一
二
日
)

一
〇
月＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
九
〇
号
発
行

(
三
日
)

＊
運
営
委
員
会

(
一
〇
日
)

平
成

二
六

年
度

事
業

報
告

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
連
絡
協
議
会
参
加

(
一
八
日
)

[
大
阪
発
達
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
五
階
ホ
ー
ル
]

＊
施
設
見
学

堺
市
立
重
症
心
身
障
害
者
（
児
）

支
援
セ
ン
タ
ー
｢
ベ
ル
デ
さ
か
い
｣
(
二
三
日
)

一
一
月＊
運
営
委
員
会

(
一
四
日
)

＊
療
育
キ
ャ
ン
プ

(
二
二
日
・
二
三
日
)

[
香
川
県
高
松
市
]

一
二
月＊
運
営
委
員
会

(
一
二
日
)

＊
正
・
副
会
長
会
議

(
一
二
日
)

＊
大
阪
府
依
頼

障
害
者
差
別
解
消
に
関
し
て
の

意
見
照
会

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力

(
九
日
)

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

(
二
〇
日
）
［
早
川
福
祉
会
館
］

平
成
二
七
年
一
月

＊
運
営
委
員
会

(
九
日
)

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
九
一
号
発
行

(
一
一
日
)

二
月

＊
「
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

(
八
日
)

[
ゆ
ら
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

多
目
的
ホ
ー
ル
]

＊
運
営
委
員
会

(
一
三
日
)

三
月

＊
運
営
委
員
会

(
一
三
日
)

＊
大
阪
ゆ
と
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
御
礼
）

(
二
六
日
)

守
る
会
関

係

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
二
六
年

四
月

五
日

京
都

嵯
峨
野

平
成
二
六
年

七
月

五
日
・
六
日

京
都

嵯
峨
野

平
成
二
六
年
一
〇
月

四
日

京
都

嵯
峨
野

平
成
二
六
年
一
二
月

六
日

京
都

嵯
峨
野

平
成
二
七
年

二
月

七
日

京
都

嵯
峨
野

全
国
大
会

第
五
〇
回
記
念
大
会

平
成
二
六
年

六
月
八
日
・
九
日

東
京

[
グ
ラ

ン
ド

プ
リ

ン
ス
ホ

テ
ル

新
高

輪
国

際
館

パ
ミ

ー
ル
]

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会

平
成
二
六
年

八
月
二
三
日

京
都

嵯
峨
野

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
六
年
一
一
月

八
日

和
歌
山
県
［
ビ
ッ
グ
愛

一
階
大
ホ
ー
ル
］

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
交
換
会
・
研
修
会

平
成
二
六
年

七
月

七
日

京
都

嵯
峨
野

支
部
長
会
議

平
成
二
六
年

五
月
二
五
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
七
年

二
月

一
日

「
守
る
会
」
本
部

ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会
長
会
議

平
成
二
六
年

九
月
一
五
日

「
守
る
会
」
本
部

会
員
研
修

平
成
二
七
年

一
月
三
一
日

「
守
る
会
」
本
部

運
動
推
進
委
員
会

平
成
二
六
年

四
月
一
三
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
六
年

九
月
一
五
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
七
年

一
月
一
八
日

「
守
る
会
」
本
部

前
の
ペ
ー
ジ
の
続
き

要望等にかかるアンケートについて

平素より、本会の活動に多大な御協力を賜り誠に有難うございます。

大阪府では本年度ケアコーディネート事業として、各圏域（二次医療圏域ごと）にさらに細かい実態

の把握を行うため「重症心身障がい児者及びその介護者の実態調査（アンケート）」が実施されます。

大阪府を主導にそれぞれの地域において実施されますので、その折には何

卒御協力をいただきますようお願い申し上げます。

本会におきましては、今後の具体的な施策の充実・整備並びに更なる運

動の推進を図る上においても、会員の皆様の要望等について改めてお聞き

し、行政等に働きかけていきたいと考え、この度、要望にかかるアンケー

ト調査を先日送付致しました。

つきましては、お忙しい中、重ねてのアンケートになり恐縮ではござい

ますが、御理解の上、アンケート調査に御協力をお願い申し上げます。
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      　　　　　　　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自2014.4.1至2015.3.31

 収　　　入　　　の　　　部 支　　　出　　　の　　　部

　　    　科　　　　　　目 金　　   額 摘　　　要 　   　　科　　　　　　目  金　　　額 摘　　　要

41会　費　収　入 31事　務　費　支　出

　01正会員会費収入 　01職員俸給

　02協力会員会費収入 　02職員諸手当

42寄付金収入 　03賃　　　金

　01寄付金収入 　04法定福利費

43事　業　収　入 　05旅　　　費

　01バザー収入 　06消耗品費

　02その他の事業収入 　07器具什器費

44補助金収入 　08印刷製本費

　01地方公共団体補助金収入 　09賃　借　料

　02公益事業補助金収入 　10会　議　費

45本部助成金収入 　11修　繕　費

　01本部助成金収入 　12通信運搬費

46雑　　収　　入 　13手　数　料

　01雑　　収　　入 　14雑　　　費

47設備資金借入金収入

　01設備資金借入金収入 32事　業　費　支　出

48引当金戻入 　01研修会開催費

　01修繕引当金戻入 　02レクリェーション活動費

　02備品等購入引当金戻入 　03分会活動費

　03人件費引当金戻入 　04調査啓発事業費

49積立金戻入 　05機関紙出版費

２０１４年度（平成２６年度）　収支決算報告書

　01建設積立金戻入 　06その他の事業費

　02その他の積立金戻入

33本部会費

　01本部会費

34近畿ブロック会費

　01近畿ブロック会費

35雑　支　出

　01慶　弔　費

　02雑　支　出

36積立金繰入

　01建設積立金繰入

　02その他の積立金繰入

37引当金繰入

　01修繕引当金繰入

　02備品等購入引当金繰入

　03人件費引当金繰入

　　当　期　収　入　額　計 　　当　期　支　出　額　計

　　　　　前期繰越金 　　　　　当期繰越金

　　　収　　入　　合　　計 　　　支　　出　　合　　計

893,000 1,074,962

812,000 0

81,000 0

1,713,207 0

1,713,207 0

560,300 95,700

0 61,702

560,300 456,054

0 6,300

0 361,000

0 6,961

0 0

0 73,283

697 13,962

697 0

0

0 1,281,426

0 160,000

0 835,718

0 0

0 148,988

0 91,720

0 45,000

0

413,200

413,200

35,500

35,500

66,279

35,495

30,784

0

0

0

0

0

0

0

3,167,204 2,871,367

101,758 397,595

3,268,962 3,268,962

ゆとりライオンズクラブ様、中村

順子様他

会議等参加旅費他

事務用品

療育キャンプ参加費等 貸出用介護機器等

事務所使用料等

郵送、電話料金、記念誌送付等

銀行、通便振替分等

利息収入等

セミナー他

療育キャンプ、クリスマス会等

両親の集い等

機関誌印刷費、発送費用等

50周年記念誌等

「支える会」事務局

〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 山村 寿子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール

や掲示板にお寄せ下さい。
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本
方
針

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人
格

と
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症
心
身
障
害
児
・

者
が
、
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り
前
の
生
活
を
続
け
ら

れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
く
。

活
動
方
針

大
阪
府
に
お
い
て
、
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
事
業
が
、
本
年
度
は
他
の
５
つ
の
圏
域
で
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

大
阪
市
に
お
い
て
も
重
症
心
身
障
が
い
児
者
の
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
事
業
の
内

容
は
全
く
違
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
は
な

い
、
新
た
な
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、

共
通
し
て
今
後
に
期
待
を
し
な
が
ら
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
と
医
療
を
始
め
と
す
る
連
携
の
強
化
に
つ
い
て

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
重
症
心
身
障
害
児
者
の
地
域
で
の

暮
ら
し
の
場
に
つ
い
て
、
特
に
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
々
の

「
暮
ら
し
」
に
つ
い
て
、
議
論
だ
け
で
は
な
く
具
体
の
施
策
等

の
充
実
を
求
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
本
会
の
会
員
の
み
な
ら
ず
多
く
の
関
係
者
の
方
々

と
の
連
携
並
び
に
会
員
相
互
の
一
層
の
結
束
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

本
年
度
は
、
会
員
よ
り
の
意
見
収
集
並
び
に
要
望
等
を
取
り

ま
と
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
様
々
な
情
報
の
提
供
に
つ
い

て
工
夫
を
は
か
り
、
よ
り
積
極
的
に
会
活
動
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
計
画

１
．
会
員
拡
大
の
た
め
の
事
業

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

（
再
構
築
、
協
力
団
体
と
の
連
携
等
）

＊
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
の
開
催

２
．
講
演
会
・
研
修
会

＊
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

平
成
二
七
年
一
一
月
（
未
定
）

会
場
：
未
定

講
師
：
未
定

＊
「
医
療
と
福
祉
の
連
携
強
化
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
」
協
力

会
場
：
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

タ
ワ
ー
Ｂ
:

10Ｆ

平
成
二
七
年
六
月
二
八
日
（
日
）

※
実
行
委
員
会
形
式
に
よ
る
開
催

・
講

演

『
重
症
心
身
障
が
い
児
者
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
』

講
師
：
船
戸

正
久

氏

（
社
会
福
祉
法
人
愛
徳
福
祉
会
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
園
長
）

・
報

告

『
大
阪
府
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
』

講
師
：
（
大
阪
府
福
祉
部
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『
医
療
と
福
祉
の
連
携
強
化
の
た
め
の
次
の
一
手
』

～
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
等
を
通
し
て
～

３
．
会
員
相
互
に
よ
る
勉
強
会
等

施
設
見
学

平
成
二
七
年
一
〇
月
（
場
所
：
未
定
）

４
．
交
流
事
業

＊
一
泊
旅
行

場
所
・
日
程
：
未
定

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

平
成
二
七
年
一
二
月

会
場
：
未
定

５
．
啓
発
事
業

＊
大
阪
府
及
び
各
市
町
村
と
の
懇
談
等

＊
Ｏ
Ｄ
Ｆ
・
Ｓ
Ｄ
Ｆ
参
加

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
連
絡
協
議
会
へ
の
参
加

６
．
広
報
活
動
事
業

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
の
発
刊
（
年
４
回
予
定
）

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

月
別
活

動
計
画

平
成
二
七
年
四
月

＊
運
営
委
員
会

五
月

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
九
二
発
行

(
一
日
)

＊
運
営
委
員
会

六
月

＊
運
営
委
員
会

＊
正
・
副
会
長
会
議

＊
第
二
二
回
定
期
総
会
、
交
流
会
・
意
見
交
換
会

＊
医
療
と
福
祉
の
連
携
強
化
の
た
め
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
協
力

(
二
八
日
)

七
月

＊
運
営
委
員
会

八
月

＊
運
営
委
員
会

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

九
月

＊
運
営
委
員
会

＊
正
・
副
会
長
会
議

一
〇
月＊
運
営
委
員
会

＊
施
設
見
学

＊
一
泊
旅
行

一
一
月＊
運
営
委
員
会

＊
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一
二
月＊
運
営
委
員
会

＊
正
・
副
会
長
会
議

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

平
成
二
八
年
一
月

＊
運
営
委
員
会

二
月

＊
運
営
委
員
会

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

平
成

二
七

年
度

事
業

計
画

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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　 　 　 収 　 　 　 入 　 　 　 の 　 　 　 部 　 　 　 支 　 　 　 出 　 　 　 の 　 　 　 部

科 　 　 　 　 　 　 目 金 　 　 額 科 　 　 　 　 　 　 目 金 　 　 額

4 1 会 　 費 　 収 　 入 1 ,0 0 0 ,0 0 0 3 1 事 　 務 　 費 　 支 　 出 7 1 0 ,0 0 0

　 0 1 正 会 員 会 費 収 入 9 0 0 ,0 0 0 　 0 1 職 員 俸 給 0

　 0 2 協 力 会 員 会 費 収 入 1 0 0 ,0 0 0 　 0 2 職 員 諸 手 当

4 2 寄 付 金 収 入 8 0 0 ,0 0 0 　 0 3 賃 　 　 　 金 0

　 0 1 寄 付 金 収 入 8 0 0 ,0 0 0 　 0 4 法 定 福 利 費

4 3 事 　 業 　 収 　 入 6 0 0 ,0 0 0 　 0 5 旅 　 　 　 費 1 0 0 ,0 0 0

　 0 1 バ ザ ー 収 入 0 　 0 6 消  耗  品  費 7 0 ,0 0 0

　 0 2 そ の 他 の 事 業 収 入  6 0 0 ,0 0 0 　 0 7 器 具 什 器 費 1 0 ,0 0 0

4 4 補 助 金 収 入 0 　 0 8 印 刷 製 本 費 3 0 ,0 0 0

　 0 1 地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0 　 0 9 賃 　 借 　 料 3 6 0 ,0 0 0

　 0 2 公 益 事 業 補 助 金 収 入 0 　 1 0 会 　 議 　 費 3 0 ,0 0 0

4 5 本 部 助 成 金 収 入 0 　 1 1 修 　 繕 　 費

　 0 1 本 部 助 成 金 収 入        0 　 1 2 通 信 運 搬 費 8 0 ,0 0 0

4 6 雑 　 　 収 　 　 入 0 　 1 3 手 　 数 　 料 2 0 ,0 0 0

　 0 1 雑 　 　 収 　 　 入 0 　 1 4 雑 　 　 　  費 1 0 ,0 0 0

4 7 設 備 資 金 借 入 金 収 入 0

　 0 1 設 備 資 金 借 入 金 収 入 0 3 2 事 　 業 　 費 　 支 　 出 1 ,2 6 0 ,0 0 0

4 8 引 当 金 戻 入 0 　 0 1 研 修 会 開 催 費 2 5 0 ,0 0 0

　 0 1 修 繕 引 当 金 戻 入 　 0 2 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 活 動 費   7 0 0 ,0 0 0

　 0 2 備 品 等 購 入 引 当 金 戻 入 0 　 0 3 分 会 活 動 費 3 0 ,0 0 0

　 0 3 人 件 費 引 当 金 戻 入 0 　 0 4

２ ０ １ ５ 年 度 （ 平 成 ２ ７ 年 度 ） 　 収 支 予 算 書

調 査 啓 発 事 業 費 1 5 0 ,0 0 0

4 9 積 立 金 戻 入 0 　 0 5 機 関 紙 出 版 費 1 0 0 ,0 0 0

　 0 1 建 設 積 立 金 戻 入 0 　 0 6 そ の 他 の 事 業 費         3 0 ,0 0 0

　 0 2 そ の 他 の 積 立 金 戻 入 0

3 3 本 部 会 費 4 5 0 ,0 0 0

　 0 1 本 部 会 費 4 5 0 ,0 0 0

3 4 近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 4 0 ,0 0 0

　 0 1 近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 4 0 ,0 0 0

3 5 雑 　 支 　 出 2 0 ,0 0 0

　 0 1 慶 　 弔 　 費 2 0 ,0 0 0

　 0 2 雑 　 支 　 出 0

3 6 積 立 金 繰 入

　 0 1 建 設 積 立 金 繰 入 0

　 0 2 そ の 他 の 積 立 金 繰 入 0

3 7 引 当 金 繰 入 0

　 0 1 修 繕 引 当 金 繰 入 0

　 0 2 備 品 等 購 入 引 当 金 繰 入 0

　 0 3 人 件 費 引 当 金 繰 入 0

　 　 当 　 期 　 収 　 入 　 額 　 計 2 ,4 0 0 ,0 0 0 　 　 当 　 期 　 支 　 出 　 額 　 計 2 ,4 8 0 ,0 0 0

　 　 　 　 　 前 期 繰 越 金 3 9 7 ,5 9 5 　 　 　 　 　 当 期 繰 越 金 3 1 7 ,5 9 5

　 　 　 収 　 　 入 　 　 合 　 　 計 2 ,7 9 7 ,5 9 5 　 　 　 支 　 　 出 　 　 合 　 　 計 2 ,7 9 7 ,5 9 5
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《第５２回 全国大会》に参加して

第52回重症心身障害児（者）を守る全国大会が

6月27日（土）～28日（日）の２日間、福岡市の

「ヒルトン福岡シーホーク」で開催されました。

主催は、社会福祉法人全国重症心身障害児（者）

を守る会、全国重症心身障害児（者）を守る会、

福岡県重症心身障害児（者）を守る会です。後援

が、厚生労働省、文部科学省、福岡県、福岡市、

社会福祉法人全国社会福祉協議会、公益財団法人

日本重症心身障害福祉協会、独立行政法人国立病

院機構国立重症心身障害協議会、社会福祉法人福

岡県社会福祉協議会、社会福祉法人福岡市社会福

祉協議会です。

この大会は、昭和30（1955）年から日赤産院で小林 堤樹先生（島田療育園初代園長）が開かれてい

た「両親の集い」にルーツをもっています。また、昭和39（1964）年の全国重症心身障害児（者）を守

る会結成にも深く関わっています。

北海道から沖縄まで47都道府県の入所施設で、地域で「重症心身障害児者」に関わる家族（親、兄弟

姉妹）や専門職など、1,100人（主催者発表）が参加していました。私は今回が初めての参加です。半世

紀を経た今、大会がどのような雰囲気の中で行なわれているのか、そこで何が議論されているのかに興

味を覚えて、我が身でその臨場感を体験してみよう、学んでみようと思ったのが福岡行きの理由でした。

会場ロビーに着くと人、人で溢れていました。周囲を見渡すと母親が多いようです。男も女も髪が白

くなった人、薄くなった人が目立ちます。そして、どの顔にも深い年輪が刻まれています。厳しい現実

のなかで、どの人も障害と懸命に向きあい、これまでの人生を誠実に積み重ねてきたんだろうな・・・

と、将来に不安を抱きながら旅立った私の両親と障害のある弟たちの生き様を思い浮かべていました。

以下、印象に残ったこと、感じたことを思いつくままに記します。

【６月２７日（土）】

● １３時～１４時《全体会》

厚生労働省の障害福祉課長から障害保健福祉施策の動向』についての詳細な行政説明（講演）があり

ました。『配布資料』の項目だけを列挙します。

図表と数字、専門用語の連続で、複雑で難しい、内容がなかなか理解できない・・・、というのが正

直な感想です。話の内容は、「予算の推移」「報酬改定」「障害者総合支援法施行後３年の見直し」等

でした。国の財政事情もあり、これから重症心身障害児者施策は確実に変わっていく・・・、という予

感がしました。

私たちがもっと勉強しなければ、行政や世の中の人たちに「最も弱いものをひとりももれなく守る」

という思いを伝えることができないのではないだろうか・・・と実感しました。

①障害福祉施策のこれまでの経緯、②障害者総合支援法、③平成27年度障害福祉サービス等の

報酬改定等、④障害児支援の推進、⑤相談支援、⑥障害者虐待防止対策、⑦障害者総合支援法

施行後３年を目途とした見直し事項。

次の頁につづく
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● １４時２０分～１７時《分科会》

３つのテーマで４分科会が開かれました。

私は《重症児施設部会》に参加しました。厚生労働省の小島裕司専門官と社会福祉法人旭川荘の末光

茂理事長からそれぞれ講演がありました（『両親の集い』の第691号に詳細な資料が掲載されています）。

次に、講演の後に行われた「Ｑ＆Ａ」から、いくつかの発言を紹介します。

★国の財政状況の厳しさが施設の経営（収入源）にも影響してくる。施設と親が経営実態を正しく

把握し、共通認識をもち、連携して国に要望していかなければならない。感情的になってはいけ

ない。少なくとも厚労省の担当者を背中から撃ってはいけない・・・。

★グループホームは全国に普及できるような形での運営を。医療のない通園をどうするのか。地域

でのバックアップと連携が必要だ。

★「65歳問題（介護保険優先原則）」をどう考えるのか。高齢者福祉のサービスがないときには、

障害児者福祉のサービスを利用できるのか。

★家族は頑張りすぎていると思う。家族支援をどう考えるのか。親の会で何ができるのか。精神的

支援、短期入所、日中支援、親の就労支援、きょうだい支援・・・。重症児に特化したコーディ

ネーターが必要ではないだろうか。

● １８時～２０時《夕食を兼ねた懇親会》

乾杯が終わり、テーブルに美味しい料理と様々なドリンクが並ぶと、自然と場が和み、あちらこちら

で名刺交換、情報交換、歓談が始まります。そして地元からの出し物（楽器演奏）もあり、とても楽し

い時間を過ごすことができました。

また、４月に近畿ブロックの「施設調査」で訪問した医療センターから参加されていたケースワーカ

の方にも会場でお会いできました。人と人とのつながりが大切だな・・・、と改めて思いました。

【６月２８日（日）】

● ９時～１０時《過去 ― 現在 ― 未来について「みんなで語ろう」》

記憶に残った発言を紹介します。大勢の前で自分の体験を語ることは、並大抵のことではないと思い

ます。語り手の生の声に耳を傾け、少しでも分かち合えたらと思います。こういう場を大切にしたいで

す。とても貴重な時間でした。

★たまたま新しくできた施設に入ることができた。〈親亡き後〉を考えると不安。後見人制度もあ

まり良い制度とは思えない。【父】

★長男と次男の２人が入所している。子どもは嬉々としている。【母】

★出産時の医療ミスで障害を負う。郷里に帰り、養護学校に通い、今は入所している。妻がアルツ

ハイマーになり、徘徊が始まる。18年間介護。自分がアキレス腱を切ってしまい、妻は特養に入

所する。【父】

★高齢出産、夫はガン死、母子で在宅。今はショートを使って暮らしている。守る会に参加し友だ

ちもできた。若い人たちに会のことを伝えていきたい。【母】

★入所して15年、それまで５年待った。施設の建て替えで個室化が進み、昔に比べて親同士の交流

が少なくなってきている。若い人、新しい会員が増えない。【母】

前の頁のつづき

次の頁につづく

①国立施設部会（障害者総合支援法施行後３年の見直しへ向けた取り組み）、②重症児施設部

会（障害者総合支援法施行後３年の見直しへ向けた取り組み）、③在宅部会（地域における医

療・福祉・教育の連携）、④母親部会（創立50周年を経て～会発足時の親の思い～）。
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★入所。車椅子のミニ運動会で見せる子どもの笑顔が素晴らしい。【父】

★妹が入所。帰省時に入浴サービスが利用できなかったが、役所に日参し利用できるように

なった。【兄】

★息子２人が入所。夫の寿命、母親の介護、きょうだい（妹）のこと、〈親亡き後〉のこと等、家

族会で10年先のことを語り合っている。行政や議員は現場をもっと見てほしい。【母】

★高３と高１の娘が入所、去年までは在宅。保護者会の最高齢は95歳。在宅の親は厳しい。若い重

度の子の親を導いてほしい。後見人の問題も、体験や知恵を伝えてほしい。【母】

★みなさんは選挙の投票はどうしているのか。投票所では様々な規制があり、棄権せざるをえない

状況だ。「母親に候補者の名前を聞いてはいけない」と係りの人に注意されて、娘はトラウマに

なっている。【母】

● １０時３０分～１２時《式典》

厚生労働大臣と文部科学大臣のメッセージが披露されました。続いて、小川福岡県知事と高島福岡市

長が登壇し、歓迎のあいさつを述べました。

また、日本重症心身障害福祉協会の木実谷理事長は挨拶の中で「協会と守る会は車の両輪である」と

強調されました。国立重症心身障害協議会の中川会長は「気になる事」として、①専門医制度と医師不

足の問題、②地域医療とベッド数減少の問題に触れられました。

来賓紹介の後、２つの意見発表がありました。熊本県の在宅の母親は、今年28歳になる障害のある長

男のこと、２人の姉たちのこと、そして自分自身のことについて語りました。岡山県の入所の父親は

「ぼくは親に感謝しています」という作文を学校の先生から見せられた時の感動について語りました。

子と親が、そして「きょうだい」が育ちあう姿には、いずれも気持ちを揺さぶられるものがありました。

最後に、国への「要望書（案）」が読みあげられ、参加者全員で確認しました。内容は次の６項目

（概要）です。

☆

今回の全国大会には親子で参加されている方もおられました（主催者で受入準備）。厳しい現実を抱

える在宅の若い親たちが参加しやすいように、親子でも参加できるように、環境整備し、受入体制を整

えることは、支部レベル、ブロックレベルでも同じではないかと思いました。何か良い知恵はないもの

でしょうか。

第53回大会は来年の6月11日（土）～12日（日）、青森県で開催されるそうです。（Ｍ・Ｍ）

①親子が地域でともに暮らせるよう在宅福祉・医療・所得保障等の施策充実を、②重症心身障

害児施設での超重症児の短期入所の受入体制の強化と地域支援体制の整備・充実を、③いつで

も利用できる通所施設の拡充と、医療的ケアのための職員体制整備を、④国立での人員配置の

拡充と手厚い看護体制の確保、入所者のＱＯＬの向上、⑤医療的ケアが必要な児童生徒のため

に教育環境の整備と地域格差の是正を、⑥重症心身障害児施設の医師、看護師、福祉職員の確

保のために人材確保、人材育成の施策充実を。

前の頁のつづき

既に納入がお済みの方にはあしからずお

許しを賜りますようお願い申し上げます。

＜郵 便 振 替＞

００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

＜問い合わせ＞

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６
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《施設部会》（第５２回 守る会全国大会に出席して）

厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 障害児・発達障害者支援室 障害

児支援専門官 小島 祐司氏から「障害児支援施策の動向」の説明があり、次に社会福祉法人

旭川荘 理事長 末光 茂氏から「障害児総合支援法施行後３年の見直しへ向けた取り組み」の

説明がありました。

小島氏からは、障害福祉サービス等予算は年々増え続け、26年度から１兆円を超えこの10年間

で２倍以上に増加していて、国の財政を圧迫しているとの事。

障害児支援については、「障害児支援の在り方に関する検討会」で地域における「縦横連携」

を推進し、その体制づくりの議論がなされています。

① 支援の質の向上の推進に医療と福祉の連携・指導員加配加算の見直し。

② 家族への相談援助の充実。

③ 延長支援加算と送迎加算の拡充。

④ 基本報酬の定員区分の見直し。

⑤ 保育職員の加配加算の創設等。 としています。

障害者総合支援法施行後３年を目途とした見直しについては、以下の事項が議論されています。

① 常時介護を要する障害者等に対する支援・障害者移動の支援・障害者の労働の支援・

その他の障害福祉サービスの在り方。

② 障害者支援区分の認定を含めた支援決定の在り方。

③ 障害者の意思決定支援の在り方、障害福祉サービスの利用の観点からの成年後見制度の

利用促進の在り方。

④ 手話通訳等を行う者の派遣その他の聴覚・言語機能・音声機能・その他の障害のため意

思疎通を図ることに支障がある障害者に対する支援の在り方。

⑤ 精神障害者及び高齢の障害者に対する支援の在り方。

⑥ 重症心身障害に対する入所支援については、生命を守り、ひとりひとりのライフステー

ジに応じた児者一貫した療育・支援の提供を基に、施設施策よる対応・在宅施策の充実。

としています。

国は、近年在宅支援に方向づけている感想をもちました。

３年後の見直しをみなさんで注視して行きましょう。

末光先生からは、施設の立場で「障害福

祉サービス等報酬改定」にあたり、濃厚な

医療的ケアを必要とする重症心身障害児者

の人数が増加している現在、医師・看護師・

生活支援員等の増員が必須である。入所人

数が多くなれば報酬単価が下がると言う考

えは、現場と実態が合っていない事に私も

同感しました。「日本重症心身障害福祉協

会」を通じて、現状をしっかり説明して要

望していくと話されました。

国は、耳をかたむけ理解して頂くよう切

に望みます。（Ｓ・Ｙ）
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大阪きょうだいの会例会

『 きょうだいカフェ 』のご案内

大阪きょうだいの会は、全国きょうだいの会直属会員が中心になって運営している「障害児者

の兄弟姉妹」の自助グループ（SHG）です。参加者の語りと傾聴を基本に、気楽な〈しゃべり場〉

をめざしています。

開催日 （１）平成２７年 ９月２０日（第３日曜）

（２）平成２７年１１月２２日（第４日曜）

午後 1：1５開場、１：３０ ～ ４：３０

※いずれも例会終了後、居酒屋での交流会（自由参加）あり。

会 場 （１）大阪市立北区民センター（第４会議室）

▼住所＝大阪市北区扇町２－１－２７

▼交通＝ＪＲ環状線「天満」・地下鉄堺筋線「扇町」下車

すぐ、北区役所、関西テレビ＆キッズプラザ横

（２） 弁天町ＯＲＣ200生涯学習センター（第1研修室）

▼住所＝大阪市港区弁天１－２－２－７００（オーク２番街７階）

▼交通＝ＪＲ環状線「弁天町」北口から、地下鉄中央線「弁天町」西口

②Ａ出口から、ともにＯＲＣ200への連絡通路を約200ｍ進み、

中央エレベーターで７階へ

内 容 フリートーク ～自己紹介、近況など～

対 象 概ね18歳以上の「障害児者のきょうだい」

きょうだい支援に関心のある人

参加費 1,000円程度（会場費、人数割）、お茶は各自持参）

申込み 不要。当日会場へお越しください。

≪問合は世話人（090-2384-9368 溝上）まで≫

情報

大 阪 府 重 症 心 身 障 害 児 ・ 者 を 支 え る 会

(全国重症心身障害児(者)を守る会の大阪支部)

への入会についてご案内いたします。

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部発行「両親の集い」、本会発行「支える」購読料含む

◎年会費 3,600円

本会発行「支える」購読料含む

【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000円（１口）

本部発行「両親の集い」、本会発行「支える」購読料含む

【協力会員】 ◎年会費 3,000円(１口)(運営資金の協力会員)

本会発行「支える」購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします
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このたび、大阪府では、国の「地域住民生活等緊急支援のための交付金（地域消費喚起・

生活支援型）」を活用し、重度障がい等で常時介護を必要とする方や、児童福祉施設等に

入所している社会的養護を要する児童など、福祉的配慮を要する方々に対する生活支援を

行うため、プリペイドカードを配布する事業を行われることになりました。

＊概要等については、以下のとおりです。

名 称： おおさかもずやんカード

対 象 者： 平成２７年１月分の

①特別障がい者手当・障がい児福祉手当・経過的福祉手当を受給された方

②大阪府重度障がい者介護手当、大阪市重症心身障がい者介護手当又は堺市

重度障害者介護手当の受給者に介護されている方（手当の受給要件となる

方に限る）

※ただし、①と②が重複していても重複支給はありません。

使用期限： プリペイドカードが手元に届いてから平成２８年２月２９日まで。

※使用期限終了後の残高は無効になります。

金 額 等： ５万円分のプリペードカード

※１円単位で使えますが、おつりは出ません。

使用可能店舗等： 左記のマークのあるお店やウェブサイトで利用できます。

コンビニ、家電量販店、ドラッグストア、百貨店等全国

約３０万店以上で利用可能。

利用可能店舗はこちらで確認できます。

http://www.jcb.co.jp/r/premo_riyou/

使用方法： 利用可能店舗での支払い時にレジ等で使用できます。ネットショップで利用

可能な店舗もあります。

申込期限： 平成２７年１２月３１日まで（必着）

申込方法： 案内と一緒に送付される申込書に記入の上、同封の返信用封筒で送付。

詳細については、以下に問い合わせください。

おおさかもずやんカード事務局

ＴＥＬ０６－６４５２－９２７３（受付時間 １０：００～１７：００）

「福祉的配慮が必要な府民に対する生活支援事業」（大阪）について情報


